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国
土
交
通
省
横
山
ダ
ム
工
事
事
務
所
で

は
、
森
林
や
ダ
ム
、
河
川
な
ど
の
重
要
さ
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
７
月
21
日
か
ら
７
月
31
日
を
「
森
と

湖
に
親
し
む
旬
間
」
と
し
て
次
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

①
ダ
ム
見
学

●
内
容　
横
山
ダ
ム
提
体
内
施
設
見
学

　
　
　
　

ビ
デ
オ
上
映

●
日
時　
７
月
23
日
（
土
）、
24
日
（
日
）、

　
　
　
　

30
日
（
土
）、
31
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
〜
15
時
30
分

　
　
　
　

１
日
６
回　

各
回
定
員
10
人　

②
奥
い
び
湖
体
験
巡
視

●
内
容　
巡
視
船
に
よ
る
ダ
ム
湖
体
験
巡
視

　
　
　
　
（
天
候
な
ど
に
よ
り
、
中
止
の
場

　
　
　
　

合
が
あ
り
ま
す
。）

●
日
時　
７
月
23
日
（
土
）、
24
日
（
日
）、

　
　
　
　

30
日
（
土
）、
31
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
〜
15
時

　
　
　
　

１
日
４
回　

各
回
定
員
４
人

③
パ
ネ
ル
展
示

●
内
容　
旬
間
中
、
道
の
駅
「
星
の
ふ
る
里

　
　
　
　

ふ
じ
は
し
」
に
お
い
て
、
横
山
ダ

　
　
　
　

ム
建
設
当
時
、
洪
水
調
節
時
な
ど

　
　
　
　

の
写
真
お
よ
び
パ
ネ
ル
の
展
示

●
参
加
対
象　

　
　

ダ
ム
見
学
、
奥
い
び
湖
体
験
巡
視
と
も

　

に
事
前
予
約
を
さ
れ
た
方

　
　

た
だ
し
、
ダ
ム
見
学
に
つ
い
て
は
予
約

　

が
な
く
て
も
、
当
日
余
裕
が
あ
れ
ば
可

　
　

奥
い
び
湖
体
験
巡
視
は
小
学
生
以
上
が

　

対
象
で
、
小
学
生
の
場
合
は
保
護
者
同
伴

●
参
加
費　
　

無
料

●
申
し
込
み
方
法　

　
　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
住
所
、
氏
名
、

　

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
時
間
を
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り　
　

　
　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
・
予
約
申
し
込
み
先
】

　

国
土
交
通
省　

横
山
ダ
ム
工
事
事
務
所　

　

総
務
課

　

電
話　
　

０
５
８
５―

５
２―

２
２
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
８
５―

５
２―

２
２
２
７

　
　

　

揖
斐
川
流
域
に
生
活
さ
れ
て
い
る
方
々

に
、
揖
斐
川
上
流
域
の
山
間
部
で
生
活
さ
れ

て
い
る
人
々
の
暮
ら
し
に
直
接
触
れ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
そ
の
交
流
を
通
じ
て
山
と

水
の
関
わ
り
や
水
源
地
保
全
の
大
切
さ
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
学
習
の
場
と
し
て
活
動
し

ま
す
。

●
平
成
17
年
度
活
動
予
定

　

第
１
回　

８
月
24
日
（
水
）　

　
　
　
　
　

横
山
ダ
ム
見
学
と
流
木
ア
ー
ト

　

第
２
回　

９
月
28
日
（
水
）　

　
　
　
　
　

炭
焼
き
体
験
（
前
半
）

　

第
３
回　

10
月
５
日
（
水
）　

　
　
　
　
　

炭
焼
き
体
験
（
後
半
）

　

第
４
回　

11
月
９
日
（
水
）　

　
　
　
　
　

小
津
〜
横
蔵
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

第
５
回　

11
月
30
日
（
水
）　

　
　
　
　
　

紙
す
き
体
験

※
な
お
、
活
動
予
定
は
変
更
や
中
止
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
募
集
対
象
者

　
　

揖
斐
川
流
域
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
基

　

本
的
に
す
べ
て
の
活
動
に
参
加
で
き
る
方

●
募
集
人
数　
　

20
人

●
費　
　
用　
　

　
　

集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費
、
食
事
、
倶

　

楽
部
で
必
要
な
材
料
費
は
参
加
者
負
担

●
集
合
場
所
（
出
発
地
お
よ
び
帰
着
地
）

　
　

近
鉄
揖
斐
駅

●
申
し
込
み
方
法

　
　

官
製
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　

性
別
、
連
絡
先
電
話
番
号
、
応
募
動
機
を

　

明
記
の
う
え
次
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

〒
５
０
０―

８
３
６
２　

岐
阜
市
西
荘
２

　

丁
目
４
番
15
号　
（
社
）
中
部
建
設
協
会

　

岐
阜
支
所
「
山
郷
倶
楽
部
会
員
募
集
」
係

　

ま
で

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８―

２
５
３―

６
６
９
６

　
　

※
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

　
　

選
と
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限

　

平
成
17
年
７
月
20
日
必
着

【
問
合
せ
先
】　

　

国
土
交
通
省
越
美
山
系
砂
防
事
務
所　

　

山
郷
倶
楽
部
実
行
委
員
会
事
務
局

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
５
‐
２
２
‐
２
１
６
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
田
、
山
浦
）

　

地
域
社
会
で
の
失
語
症
へ
の
理
解
と
認
識

を
深
め
、
失
語
症
者
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

と
と
も
に
、
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
目

指
し
、次
の
と
お
り
「
失
語
症
者
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
失
語
症
と
は
・
・
・

　

脳
の
中
の
言
葉
を
つ
か
さ
ど
る
部
分
に
障

害
が
お
こ
り
、
相
手
の
話
を
理
解
し
た
り
、

自
分
の
気
持
ち
を
ま
と
め
て
話
し
た
り
す
る

と
き
に
使
わ
れ
る
部
分
が
働
か
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

原
因
は
脳
内
出
血
・
脳
血
栓
・
ク
モ
膜
下

出
血
な
ど
脳
の
血
管
障
害
で
起
こ
り
ま
す
。

●
日
時　
７
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

受
付　

午
後
12
時
30
分
〜

　
　
　
　

開
会　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

●
主
催　
岐
阜
県
失
語
症
友
の
会

　
　
　
　

揖
斐
失
語
症
友
の
会

●
大
会
参
加
協
力
費　
　

５
０
０
円

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

・
闘
病
体
験
談
発
表

　

・
音
楽
療
法
体
験
会

　

・
展
示
・
販
売　

ほ
か

【
問
合
せ
先
】　

　
　

揖
斐
厚
生
病
院　

言
語
訓
練
室　
　

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
５―

２
１―

１
１
１
１

�
森
�
湖
�
親
�
�
旬
間
�

�
�
�
�

�
�
�
�
参
加
募
集

�
山
郷
倶
楽
部
�
会
員
募
集

�
岐
阜
県
失
語
症
者
�
�
�
�
�
開
催

や
ま
ぐ
に


